趣　　意　　書
今回の地すべり・崩壊見学会は東北会津地方への旅行で東北地方大震災の復興を少しでも支援したいとの思いと、設立当時から温めていた企画を実施する良い機会との考えから、計画したものです。

今回の見学会は初回であり、会員が多数を占めていますが、今後、多くの人たちや団体組織の支援をいただき、発展させて行きたいと考えている。

以下は２００３年８月に企画したときの文章に加筆修正したものです。これを以て、趣意書に代えさせていただきます。
市民環境村塾の「文学の中の環境を考える会」が提案するエコツアー企画―

汗を流して大自然の仕組みを学ぶ

――――「幸田文“崩れ”」を辿る旅――――

　　　　　　　　　あなたは今日から文学者にして科学者

はじめに

　

幸田文は７２歳にして初めて目にした大谷崩れから、崩壊の持つ形容し難い“物凄さ”に挑戦を始め、ものに取り付かれたように“崩れ”の現場に足を運んだ。都会育ちで、荒々しい自然と関わらずに生活でき、残された生をまっとうできる境遇にありながら、敢えて困難に立ち向かったのは何故なのだろうか？その答えは“崩れ”の中にあるような気がする。幸田文さんが見たと同じ風景をあなたも“崩れの源頭”に立って見ませんか？　　それはあなた自身の再発見の旅にもなることでしょう。

参加資格･･･“崩れ”に興味がある人、性別年齢を問いません。
ツアーコースの予定････①稗田山（姫川、浦川）、②鳶山（立山、常願寺川）③磐梯山④白山甚之助谷⑤雲仙（眉山）など。　近くでは富士山大沢崩れ、安倍川大谷崩れなど。
協力依頼･･･国交省地方整備局砂防事務所など、このツアーに賛同してくれる組

織・団体・個人。
ツアー内容･･①宿での崩壊に関する勉強・交流・親睦会。

　　　　　　②現地見学会（現地見学会用の資料を配付）。
③現地砂防事務所訪問（土石流、崩壊などのビデオ鑑賞や事業の
説明、資料の提供；但し平日の場合）

④小冊子の作成（ツアー終了後、参加者の感想、随筆、短歌、俳句、詩、写真、独り言、スケッチ、市民環境村塾へのメッセージ、崩壊資料などを集めて小冊子あるいはＣＤにして参加者に配布）（１サイクル完）。
最近は政治の世界においては「民意」を無視できなくなっている。「民意」に日本の人口の大部分を占める都市の人たちの意識が与える影響は無視できない。環境問題にしてもしかりである。最初、幸田文が「静岡県安倍川上流には、ゆっくりとくつろげる梅ヶ島温泉がある。」とだけしか、想いが至らなかったように、いま都市の人たちは地方には美しい自然が溢れていると考えているような感じがする。そうではなく、「破壊と創造、美と醜、富と貧、危険と安全、快と不快、相い反するものが同居しているのが自然ではないか？そして、私たちの知らないところで、懸命に災害と闘っている人たちがいる、そのことに想いが及ぶことは決して無駄にはならないだろう。

この企画を都市における環境問題を考える場の一つとしたい。このツアーは今まで一般の人たちが立ち入らなかった場所へのツアーである。幸い、行政側も防災事業の啓発などで協力してくれるのではないかと考える。実現は可能と考える。（２００３．８．２２。佐々木）
　　　　ＮＰＯ法人エコ・シビルエンジニアリング研究会－市民環境村塾－

